




































































別紙

Ⅱ．事業評価個表（令和2年度）

番号 措置名 交付金事業の名称

2 企業導入・産業活性化措置 衛生研究所化学部機器整備事業

交付金事業に関係する都道府県又は
市町村の主要政策・施策とその目標

《交付金事業に関係する主要政策・施策》
元気とやま創造計画（平成30年度～令和8年度）
安心とやま　展開目標１「いのちを守る医療の充実と健康寿命日本一」、安心７「食の安全の確保、食育
の推進」
安全な食品が供給され、誰もが食品の安全性に関する情報を適時的確に入手することができるとともに、
県民自らが「食」に関する知識と理解を深め、地場産食材を積極的に活用しながら、健全な食生活を実践
していること。
《目標》食品の残留農薬等検査件数　年間62件（令和2年度）

事業開始年度 令和2年度 事業終了（予定）年度 令和2年度

交付金事業者名又は間接交付金事業者名 富山県

交付金事業実施場所 射水市中太閤山

交付金事業の概要
　食品の残留農薬、有害物質等の検査を実施し、食品の安全性を確保するため、ガスクロマトグラフ質量
分析計を整備します。

事業期間の設定理由

交付金事業の成果目標及び成果実績

成果目標 成果指標 単位 評価年度 令和3年度

食品の残留農
薬等検査件数
年間62件

評価年度の設定理由
事業実施年度の翌年度に評価

交付金事業の定性的な成果及び評価等

食品中の農薬類、有害物質等、有機化合物の測定に当該機器を使用しています。県の食品衛生監視指導計
画に基づく農産物及び輸入加工食品中の残留農薬検査を実施することで食品の安全性の確保に引き続き取
り組んでいきます。

件数
成果実績 件 62

目標値 件 62
達成度 ％ 100.0%



評価に係る第三者機関等の活用の有無
無

交付金事業の活動指標及び活動実績

活動指標 単位 令和2年度

達成度 ％ 100.0%

機器整備数
活動実績 台 1

活動見込 台 1

交付金事業の総事業費等 令和2年度 備　考
総事業費 28,930,000
交付金充当額 7,744,300

うち文部科学省分 - - - -

契約の目的 契約の方法 契約の相手方 契約金額

備品購入契約（ガスクロマトグラフ質量分
析計）

一般入札 ワイディシステム株式会社 28,930,000 円

うち経済産業省分 7,744,300
交付金事業の契約の概要

交付金事業の担当課室 富山県　厚生部　生活衛生課
交付金事業の評価課室 富山県　厚生部　生活衛生課

計 28,930,000 円



別紙

Ⅰ．事業評価総括表（令和元・２年度（繰越））

（単位：円）

番号 措置名 交付金事業の名称
交付金事業者名又は
間接交付金事業者名

交付金事業に
要した経費

交付金
充当額

備考

1 地域活性化(地域資源利用魅力向上事業) アジア航空商談会出展事業 富山県 464,200 0

1 事業 計 464,200 0



別紙

Ⅱ．事業評価個表（令和元・2年度（繰越））

番号 措置名 交付金事業の名称

1 地域活性化(地域資源利用魅力向上事業) アジア航空商談会出展事業

交付金事業に関係する都道府県又は
市町村の主要政策・施策とその目標

《交付金事業に関係する主要政策・施策》
　元気とやま創造計画（平成30年～令和8年）、展開目標３「環日本海・アジア新時代に向けた陸・海・空の交通基盤
等の強化」　活力16「北陸新幹線の早期全線開業による新ゴールデンルートの形成」
《目標》
　富山きときと空港国内・国際路線（チャーター便含む）利用者数を令和８（2026）年度に620,000人とする。
　このため、国際路線の利用者数を平成28（2016）年度103,020人から16.5％増加し→令和８（2026）年度に120,000
人とする。

事業開始年度 令和元年度 事業終了（予定）年度 令和２年度

交付金事業者名又は間接交付金事業者名 富山県

交付金事業実施場所 タイ・チェンマイ市内

交付金事業の概要
富山きときと空港の概要や富山県のデスティネーションとしての魅力を、海外の各航空会社担当者に直接訴え、新規
の国際航空路線の可能性を探るため、アジア航空商談会のJNTOジャパンブースへの共同出展及び事前アポイントメン
ト制商談会に参加します。

事業期間の設定理由
当初令和元年度の単年度事業であったが、新型コロナウイルス感染拡大により、令和２年度に延期され、その後廃止
となったため。

交付金事業の成果目標及び成果実績

成果目標 成果指標 単位 評価年度 令和９年度

富山きときと
空港国際路線
利用者数を令
和8(2026)年度
に120,000人

評価年度の設定理由

元気とやま創造計画の終期翌年に評価

交付金事業の定性的な成果及び評価等

評価に係る第三者機関等の活用の有無

富山きときと
空港国際路線

利用者数

成果実績 人 －

目標値 人 120,000

達成度 人 －



交付金事業の活動指標及び活動実績

活動指標① 単位 平成29年度 平成30年度

－

活動指標② 単位

8

達成度 － － 0.0%

令和元年度

航空会社との商談件数

活動実績 件 － － 0

活動見込 件 －

平成29年度 平成30年度 令和元年度

活動実績

活動見込

達成度

交付金事業の総事業費等 平成29年度 平成30年度 令和元年度 備　考

総事業費 464,200

交付金充当額 0

うち文部科学省分 - - - -

契約の目的 契約の方法 契約の相手方 契約金額

空港PRパンフレット英語版作成 随契（少額） 富山地鉄サービス㈱ 81,400 円

うち経済産業省分 0 0 0

交付金事業の契約の概要

空港PRパンフレット英語版作成 一般入札 ヨシダ印刷㈱ 237,600 円

空港PRパンフレット英語版作成 一般入札 とうざわ印刷工芸㈱ 145,200 円

交付金事業の担当課室 富山県　観光・交通振興局　総合交通政策室

交付金事業の評価課室 富山県　観光・交通振興局　総合交通政策室

計 464,200 円



Ⅰ．事業評価総括表

公共用施設に係る整備、維
持補修又は維持運営等措置

滑川市消防団員用活動服整備事業 滑川市 4,400,000 4,400,000

公共用施設に係る整備、維
持補修又は維持運営等措置

消防団車両整備事業 入善町 5,633,000 5,633,000

1 4,593,600

2 16,830,000

（単位：円）

番号 措置名 交付金事業の名称
交付金事業者名
又は間接交付金

事業者名

交付金事業
に要した経費

交付金充当額 備　考



Ⅱ．事業評価個表（

交付金事業者名又は間接交付金事業者名 滑川市

令和 2 年度）

番号 措置名 交付金事業の名称

交付金事業実施場所 滑川市上小泉

交付金事業の概要
消防団員用活動服の更新（新基準型）290着。
市民の生命と財産を守るために活動する消防団員が有事に迅速に対応できるよう、機能性と安全性に優れ
た新基準型の活動服に更新し防災体制の充実を図ります。

交付金事業に関係する都道
府県又は市町村の主要政
策・施策とその目標

【主要政策・施策】
第４次滑川市総合計画（平成２３年度～令和２年度）基本構想　第４章
１ひとが元気　１－３安全で安心なまちづくり
（１）防災・危機管理体制の整備
　市民の生命財産を災害から守るために、地震、台風、水害、高波、及び土砂災害等の自然災害時やその
他の有事に迅速な対応ができるよう、防災体制の充実と地域防災力の向上を図るとともに、自主防災組織
およびボランティアによる自主的な活動を支援して、災害時要援護者等にも十分配慮した地域ぐるみでの
防災体制を目指します。
【目標】
　通報件数に対する対応件数割合　100％

1
公共用施設に係る整備、維持補
修又は維持運営等措置

滑川市消防団員用活動服整備事業

2 年度

事業期間の設定理由

交付金事業の成果目標及び
成果実績

成果目標 成果指標 単位 評価年度

事業開始年度 令和 2 年度 事業終了（予定）年度 令和

100

達成度 %

評価年度の設定理由

年度のPDCAによる事業改善を図るため、事業実施翌年度早期に評価を実施

令和 3 年度

通報件数に対
する対応件数
割合を100％と
する

（対応件数）
　　 ÷
（通報件数）
　×１００

成果実績 %

目標値 %



年度 年度 年度

交付金事業の定性的な成果及び評価等

評価に係る第三者機関等の活用の有無

無

交付金事業の活動指標及び
活動実績

活動指標 単位 令和 2 令和 令和

消防団員用活動服の更新（新
基準型）

活動実績 着 290

活動見込 着 290

達成度 ％ 100.0%

年度 令和 年度 備　考

総事業費 4,593,600

交付金事業の総事業費等 令和 2 年度 令和

うち経済産業省分 4,400,000

交付金事業の契約の概要

交付金充当額 4,400,000

うち文部科学省分 0

交付金事業の担当課室 滑川市財政課・富山県東部消防組合滑川消防署

交付金事業の評価課室 滑川市財政課・富山県東部消防組合滑川消防署

契約の目的 契約の方法 契約の相手方 契約金額

物品購入 指名競争入札 株式会社　カワノ 4,593,600



Ⅱ．事業評価個表（

交付金事業者名又は間接交付金事業者名 入善町

令和 2 年度）

番号 措置名 交付金事業の名称

交付金事業実施場所 入善町青木地内

交付金事業の概要
消防ポンプ自動車　ＣＤ-Ｉ型　1台。
メーカー使用期限15年を超える消防団車両について更新を行い、安全・安心のまちづくりを進めることに
よって、地域住民の福祉の向上を図ります。

交付金事業に関係する都道
府県又は市町村の主要政
策・施策とその目標

第6次総合計画後期基本計画（平成28年度～令和2年度）
まちづくりの目標3「つくる」快適に安心して暮らせるまちづくり
施策3-6　消防・緊急体制の整備
①地域ぐるみの消防体制の強化
　消防団員の確保を図るとともに、消防団に対する支援を行います。
目標：消防団員の定員充足率100％

2
公共用施設に係る整備、維持補
修又は維持運営等措置

消防団車両整備事業

2 年度

事業期間の設定理由

交付金事業の成果目標及び
成果実績

成果目標 成果指標 単位 評価年度

事業開始年度 令和 2 年度 事業終了（予定）年度 令和

100

達成度 % 88.3

評価年度の設定理由

毎年度のPDCAによる事業改善を図るため、事業実施後早期に評価を実施します。

令和 2 年度

消防団員の定
員充足率
100％

消防団員の定
員充足率：消
防団員実員÷
消防団員定員
×100

成果実績 % 88.3

目標値 %



年度 年度 年度

交付金事業の定性的な成果及び評価等

住民の高齢化や個々の働き方の多忙化等から目標である消防団員の定員充足率100％には届かなかったが、
最新の消防ポンプ車を配備し、設備を充実させ、消防団が安心して活動ができる環境を整えたことから、
充実している消防団の魅力のPRを継続していくことで新たな消防団員確保に努めていきます。

評価に係る第三者機関等の活用の有無

無

交付金事業の活動指標及び
活動実績

活動指標 単位 令和 元 令和 2 令和

消防団車両の更新
（メーカー使用期限15年を超
える車両）

活動実績 台 1 1

活動見込 台 1 1

達成度 ％ 100.0% 100.0%

年度 令和 年度 備　考

総事業費 16,720,000 16,830,000 33,550,000

交付金事業の総事業費等 令和 元 年度 令和 2

うち経済産業省分 5,682,000 5,633,000

交付金事業の契約の概要

交付金充当額 5,682,000 5,633,000

うち文部科学省分 0 0

交付金事業の担当課室 総務課

交付金事業の評価課室 企画財政課

契約の目的 契約の方法 契約の相手方 契約金額

車両の購入 指名競争入札 株式会社モリタ富山営業所 16,830,000



Ⅰ．事業評価総括表

公共用施設に係る整備、維
持補修又は維持運営等措置

市立保育所管理運営事業 富山市 119,259,000 119,259,000

公共用施設に係る整備、維
持補修又は維持運営等措置

市内保育所運営事業 黒部市 64,086,000 64,086,000

公共用施設に係る整備、維
持補修又は維持運営等措置

平若者センター春光荘駐車場舗装工事 南砺市 8,300,000 8,300,000

公共用施設に係る整備、維
持補修又は維持運営等措置

平若者センター春光荘屋根改修事業 南砺市 22,000,000 22,000,000

公共用施設に係る整備、維
持補修又は維持運営等措置

国民宿舎五箇山荘設備改修工事 南砺市 4,600,000 4,600,000

公共用施設に係る整備、維
持補修又は維持運営等措置

上市町立かみいち総合病院運営事業 上市町 16,404,000 16,404,000

公共用施設に係る整備、維
持補修又は維持運営等措置

常備消防運営事業 立山町 40,355,000 40,355,000

公共用施設に係る整備、維
持補修又は維持運営等措置

町立小学校給食施設維持運営事業 朝日町 7,644,000 7,644,000

公共用施設に係る整備、維
持補修又は維持運営等措置

町立中学校給食施設維持運営事業 朝日町 4,252,000 4,252,000

8 8,526,500

9 4,472,800

（単位：円）

番号 措置名 交付金事業の名称
交付金事業者名
又は間接交付金

事業者名

交付金事業
に要した経費

交付金充当額 備　考

129,858,820

19,575,000

1

2

3

4

5

6

7

166,960,259

8,560,200

22,990,000

4,620,000

60,116,800



Ⅱ．事業評価個表（

交付金事業者名又は間接交付金事業者名 富山市

令和 2 年度）

番号 措置名 交付金事業の名称

交付金事業実施場所 富山市笹津　ほか7件

交付金事業の概要

富山市内保育所の保育士人件費（笹津保育所　外7件・保育士等52名）9か月分
富山市は第2次富山市総合計画（平成29年度～令和8年度）に基づき、出産・子育て環境の充実のため、多
様な保育ニーズに対応した保育サービスの提供や、保育の受け皿の確保のための施設整備や保育士の確保
に努めています。

交付金事業に関係する都道
府県又は市町村の主要政
策・施策とその目標

第2次富山市総合計画（平成29年度～令和8年度）前期基本計画（平成29年度～令和3年度）
まちづくり目標Ⅰ　すべての人が輝き安心して暮らせるまち
政策3　誰もが自立し安心して暮らせるまちづくり
施策（1）　出産・子育て環境の充実
施策の方向　①保育所の整備・充実
　　　　　　②多様な保育サービスの提供
令和2年度目標
保育所等の利用定員について、増加する保育ニーズに対応し、待機児童の発生を抑制するため、保育可能
人数の200人程度の増加を目指します。

1
公共用施設に係る整備、維持補修
又は維持運営等措置

市立保育所管理運営事業

3 年度

事業期間の設定理由 第2次富山市総合計画（平成29年度～令和3年度）前期基本計画

交付金事業の成果目標及び
成果実績

成果目標 成果指標 単位 評価年度

事業開始年度 平成 29 年度 事業終了（予定）年度 令和

14,500

達成度 % 100.0%

評価年度の設定理由

毎年度のPDCAサイクルによる事業改善を図るため、事業実施年度に評価を実施

令和 2 年度

市内の保育所
等の利用定員
14,500人（令
和2年度目標）

利用定員

成果実績 人 14,500

目標値 人



年度 年度 年度

交付金事業の定性的な成果及び評価等

交付金を利用することにより、安定的に保育士を確保することができ、利用定員の増加を図ることができ
ました。また、安心・安全な保育サービスを提供することができ、保育所の適正な運営管理に努めること
で、地域住民の福祉向上を図ることができました。今後も、利用定員のさらなる増加に努めます。

評価に係る第三者機関等の活用の有無

無

交付金事業の活動指標及び
活動実績

活動指標 単位 令和 元 令和 2 令和

保育士等の雇用量
（雇用人数（人）×雇用期間
（月））

活動実績 人月 468 468

活動見込 人月 468 468

達成度 ％ 100.0% 100.0%

年度 令和 年度 備　考

総事業費 132,073,700 129,858,820 261,932,520

交付金事業の総事業費等 令和 元 年度 令和 2

うち経済産業省分 119,052,000 119,259,000

交付金事業の契約の概要

交付金充当額 119,052,000 119,259,000

うち文部科学省分 0 0

交付金事業の担当課室 こども家庭部こども保育課

交付金事業の評価課室 こども家庭部こども保育課

契約の目的 契約の方法 契約の相手方 契約金額

保育士等人件費 雇用 保育士等52人 129,858,820



Ⅱ．事業評価個表（

年度

要保育児の
入所率100％

要保育児の入
所率：入所者
数÷入所希望
申請者数×100

成果実績 ％

目標値 ％

6 年度

事業期間の設定理由 第2期黒部市子ども・子育て支援事業計画の終期まで

成果目標 成果指標 単位 評価年度

事業開始年度 令和 2 年度 事業終了（予定）年度 令和

100

達成度 ％

令和 6

交付金事業実施場所 黒部市三日市ほか8件

交付金事業の概要
保育事業に従事する68名分の人件費（令和2年6月～令和3年2月）
保育所の事業運営を維持・充実させるために保育所の保育士及び調理員の人件費に交付金を充当し、地域住
民の福祉向上を図ります。

交付金事業に関係する都道
府県又は市町村の主要政
策・施策とその目標

【交付金事業に関係する主要政策・施策】
　第2期黒部市子ども・子育て支援事業計画（令和2年度～令和6年度）
　　基本理念　　子どもの声が聞こえる明るいまち
　　　基本目標１　家庭・地域における子ども・子育て環境の充実
　　　　施策の方向性１ 幼児教育・保育の充実
　　　　　保護者の就労状況等に応じて、子どもの年齢や発達にあった教育・保育の提供を行い、健全な
　　　　心身を育みます。待機児童が発生しないよう職員の適正配置と確保に努めるとともに、教育・保
　　　　育の資の向上により、利用ニーズに対応します。

【目標】
　要保育児の入所率 100％（令和6年度）
　※要保育児の入所率：入所者数÷入所希望申請者数×100

2
公共用施設に係る整備、維持補修
又は維持運営等措置

市内保育所運営事業

交付金事業者名又は間接交付金事業者名 黒部市

令和 2 年度）

番号 措置名 交付金事業の名称



年度 年度 年度

交付金事業の担当課室 こども支援課

交付金事業の評価課室 財政課

契約の目的 契約の方法 契約の相手方 契約金額

保育士人件費 雇用 保育士68名 166,960,259

うち経済産業省分 64,014,000 64,148,000 64,086,000

交付金事業の契約の概要

交付金充当額 64,014,000 64,148,000 64,086,000

うち文部科学省分 0 0 0

総事業費 179,037,400 173,709,000 166,960,259 601,487,485

交付金事業の総事業費等 平成 30 年度 令和 元

達成度 ％ 88.9% 95.9% 91.9%

年度 令和 2 年度 備　考

評価に係る第三者機関等の活用の有無

無

交付金事業の活動指標及び
活動実績

活動指標 単位 平成 30 令和 元 令和 2

　保育士・調理員の雇用量
　（雇用人数（人）×
　　　　　雇用期間（月））

活動実績 人月 650 639 612

活動見込 人月 731 666 666

交付金事業の定性的な成果及び評価等

交付金事業の成果目標及び
成果実績

評価年度の設定理由

第2期黒部市子ども・子育て支援事業計画の計画期間最終年度のため



Ⅱ．事業評価個表

年度

外国人延べ宿
泊者数20,000
人（令和6年
度）

外国人延べ宿
泊者数

成果実績 人

目標値 人

11 年度

事業期間の設定理由 第2次南砺市総合計画最終年度であるため

成果目標 成果指標 単位 評価年度

事業開始年度 令和 2 年度 事業終了（予定）年度 令和

20,000

達成度 ％

令和 7

交付金事業実施場所 南砺市下梨

交付金事業の概要

平若者センター春光荘駐車場舗装　Ａ＝1,080㎡
　地域イベント、観光イベント開催時の臨時駐車場等に利用されている本駐車場を舗装することで、排水
性の向上及び除雪機械の乗り入れを可能にし、駐車場の通年利用ができる状態にすることで、地域の主要
産業である観光業の振興や地域住民の福祉の向上を図るものです。

交付金事業に関係する都道
府県又は市町村の主要政
策・施策とその目標

（主要政策・施策）
　第2次南砺市総合計画（令和2年度から令和11年度）
　　将来像　誰ひとり取り残さない誰もが笑顔で暮らし続けられるまちへ
　　　目指すべきまちの姿　心豊かな暮らしができるまち
　　　　やるべきこと（政策）　地域の活力を支える産業の発展
　　　　　やるべきこと（施策）　インバウンドで稼げる観光の育成
　　　　　　本市が将来においても活力と魅力を維持し、市民や企業が安定した収入を得られ、地域が
　　　　　持続的に発展していくために、産業の振興や本市の地域資源の活用、科学技術の積極的な導入
　　　　　などを図ります。

（目標）　外国人延べ宿泊者数20,000人（令和6年度）

3
公共用施設に係る整備、維持補
修又は維持運営等措置

平若者センター春光荘駐車場舗装工事

交付金事業者名又は間接交付金事業者名 南砺市

令和 2 年度）

番号 措置名 交付金事業の名称



年度 年度 年度

交付金事業の担当課室 総務部総務課

交付金事業の評価課室 総合政策部政策推進課

契約の目的 契約の方法 契約の相手方 契約金額

舗装工 条件付一般競争入札 東洋道路興業㈱ 8,560,200

うち経済産業省分 8,300,000

交付金事業の契約の概要

交付金充当額 8,300,000

うち文部科学省分 0

総事業費 8,560,200

交付金事業の総事業費等 令和 2 年度 令和

達成度 ％ 100.0%

年度 令和 年度 備　考

評価に係る第三者機関等の活用の有無

無

交付金事業の活動指標及び
活動実績

活動指標 単位 令和 2 令和 令和

平若者センター春光荘駐車場
（旧平小学校グラウンド部
分）の舗装

活動実績 ㎡ 1,080

活動見込 ㎡ 1,080

交付金事業の定性的な成果及び評価等

交付金事業の成果目標及び
成果実績

評価年度の設定理由

第2次南砺市総合計画のＫＰＩが設定された中間年度（令和6年度）の翌年度を評価年度として設定



Ⅱ．事業評価個表（

年度

生涯学習活動
を行っている
市民の割合
25.0％
（令和6年度）

生涯学習活動
を行っている
市民の割合

成果実績 ％

目標値 ％

6 年度

事業期間の設定理由 第2次南砺市教育振興基本計画最終年度のため

交付金事業の成果目標及び
成果実績

成果目標 成果指標 単位 評価年度

事業開始年度 令和 2 年度 事業終了（予定）年度 令和

25.0

達成度 ％

令和 7

交付金事業実施場所 南砺市下梨

交付金事業の概要
平若者センター春光荘の屋根の改修　ステンレスフッ素樹脂塗装鋼鈑ＡＴ葺き　Ａ＝468㎡
 経年経過や積雪に伴う劣化により浸水被害が発生している施設の屋根改修を行うことで、複合社会教育施
設としての機能が向上し、地域住民が快適に学び続けられる環境を提供します。

交付金事業に関係する都道
府県又は市町村の主要政
策・施策とその目標

（主要政策・施策）
　第2次南砺市教育振興基本計画（令和２年度から令和６年度）
　　基本理念　未来を切り拓く南砺の人づくり
　　　重点目標　全ての人が心豊かに暮らす教育環境の充実
　　　　基本目標　2　生きがいある暮らしのための生涯学習の推進
　　　　　基本施策　1　生涯学習活動の推進
　　　　　　多様な学習ニーズに応えるサービスの充実を一層進めるとともに、社会教育施設を情報の
　　　　　発信源や、学びの拠点として有効に活用することで、誰もが生涯を通して学び続けることの
　　　　　できる学習環境の実現を図ります。

（目標）　生涯学習活動を行っている市民の割合　25.0％（令和6年度）

4
公共用施設に係る整備、維持補修
又は維持運営等措置

平若者センター春光荘屋根改修事業

交付金事業者名又は間接交付金事業者名 南砺市

令和 2 年度）

番号 措置名 交付金事業の名称



年度 年度 年度

交付金事業の担当課室 総務部行革・施設管理課

交付金事業の評価課室 総合政策部政策推進課

契約の目的 契約の方法 契約の相手方 契約金額

屋根改修工 条件付一般競争入札 ㈱岡部 22,990,000

うち経済産業省分 22,000,000

交付金事業の契約の概要

交付金充当額 22,000,000

うち文部科学省分 0

総事業費 22,990,000

交付金事業の総事業費等 令和 2 年度 令和

達成度 ％ 100.0%

年度 令和 年度 備　考

評価に係る第三者機関等の活用の有無

無

交付金事業の活動指標及び
活動実績

活動指標 単位 令和 2 令和 令和

平若者センター春光荘の屋根
をステンレスフッ素樹脂塗装
鋼鈑ＡＴ葺きで改修する面積

活動実績 ㎡ 468

活動見込 ㎡ 468

交付金事業の定性的な成果及び評価等

評価年度の設定理由

第2次南砺市教育振興基本計画の関連指標の目標値設定年度の翌年度を評価年度として設定



Ⅱ．事業評価個表（

年度

外国人延べ宿
泊者数20,000
人（令和6年
度）

外国人の延べ
宿泊者数

成果実績 人

目標値 人

11 年度

事業期間の設定理由 第2次南砺市総合計画最終年度であるため

成果目標 成果指標 単位 評価年度

事業開始年度 令和 2 年度 事業終了（予定）年度 令和

20,000

達成度 ％

令和 7

交付金事業実施場所 南砺市田向

交付金事業の概要

国民宿舎五箇山荘のエレベーターの電磁ブレーキコイル及び関連部品等1式の更新
　レクリエーションと健康の増進を目的として多数の観光客や地域住民に利用されている本施設におい
て、経年劣化が発生している館内エレベーターの電磁ブレーキコイル等の更新を行い、地域活力を支える
産業である観光の振興や地域住民の福祉の向上を図るものです。

交付金事業に関係する都道
府県又は市町村の主要政
策・施策とその目標

（主要政策・施策）
　第2次南砺市総合計画（令和２年度から令和11年度）
　　将来像　誰ひとり取り残さない誰もが笑顔で暮らし続けられるまちへ
　　　目指すべきまちの姿　心豊かな暮らしができるまち
　　　　やるべきこと（政策）　地域の活力を支える産業の発展
　　　　　やるべきこと（施策）　インバウンドで稼げる観光の育成
　　　　　　本市が将来においても活力と魅力を維持し、市民や企業が安定した収入を得られ、地域が
　　　　　持続的に発展していくために、産業の振興や本市の地域資源の活用、科学技術の積極的な導入
　　　　　などを図ります。

（目標）　外国人延べ宿泊者数20,000人（令和6年度）

5
公共用施設に係る整備、維持補修
又は維持運営等措置

国民宿舎五箇山荘設備改修工事

交付金事業者名又は間接交付金事業者名 南砺市

令和 2 年度）

番号 措置名 交付金事業の名称



年度 年度 年度

交付金事業の担当課室 ブランド戦略部交流観光まちづくり課

交付金事業の評価課室 総合政策部政策推進課

契約の目的 契約の方法 契約の相手方 契約金額

エレベーター設備改修工 随意契約
日本オーチス・エレベータ㈱

北陸支店
4,620,000

うち経済産業省分 4,600,000

交付金事業の契約の概要

交付金充当額 4,600,000

うち文部科学省分 0

総事業費 4,620,000

交付金事業の総事業費等 令和 2 年度 令和

達成度 ％ 100.0%

年度 令和 年度 備　考

評価に係る第三者機関等の活用の有無

無

交付金事業の活動指標及び
活動実績

活動指標 単位 令和 2 令和 令和

更新されたエレベーターの電
磁ブレーキコイル及び関連部
品等更新

活動実績 式 1

活動見込 式 1

交付金事業の定性的な成果及び評価等

交付金事業の成果目標及び
成果実績

評価年度の設定理由

第2次南砺市総合計画のＫＰＩが設定された中間年度（令和6年度）の翌年度を評価年度として設定



Ⅱ．事業評価個表（

交付金事業者名又は間接交付金事業者名 上市町

令和 2 年度）

番号 措置名 交付金事業の名称

交付金事業実施場所 上市町法音寺

交付金事業の概要

　かみいち総合病院は、「住民が安心して地域で暮らし続けるための医療の砦」を基本理念に掲げ、中新
川郡内で唯一の公立病院として、地域住民のニーズに対応した適切な医療を提供するために存在していま
す。町の高齢化率も30%を超えて伸び続けており、医療、介護サービスの需要がますます必要となる中、当
院では、地域の医療ニーズに応える形で急性期機能を維持しつつ、在宅医療までの切れ目のない地域包括
ケアシステムの構築に取り組んでいます。
　しかし、当院は、医師の確保に苦難している状況が続いており、町民が安心して地域で暮らし続けてい
くための医療の提供には医師の補充が必要であることから、会計年度任用職員の医師の人件費に本交付金
を活用したものです。

交付金事業に関係する都道
府県又は市町村の主要政
策・施策とその目標

富山県上市町立かみいち総合病院経営健全化計画（平成28年度～令和2年度）
【数値目標】
（２）経営の効率化
　常勤医師数　27名

6
公共用施設に係る整備、維持補
修又は維持運営等措置

上市町立かみいち総合病院運営事業

2 年度

事業期間の設定理由

交付金事業の成果目標及び
成果実績

成果目標 成果指標 単位 評価年度

事業開始年度 令和 2 年度 事業終了（予定）年度 令和

27

達成度 %

令和 3 年度

かみいち総合
病院の常勤医
師確保数 27名

かみいち総合
病院の常勤医
師確保数

成果実績 人

目標値 人



年度 年度 年度

評価年度の設定理由

富山県上市町立かみいち総合病院経営健全化計画最終年度の翌年度に評価を実施。

交付金事業の定性的な成果及び評価等

機関名：かみいち総合病院改革プラン評価委員会
評価実施予定時期：令和3年秋

評価に係る第三者機関等の活用の有無

有

交付金事業の活動指標及び
活動実績

活動指標 単位 令和 2 令和 令和

医療従事者（医師）3名

活動実績 人 3

活動見込 人 3

達成度 ％ 100.0%

年度 令和 年度 備　考

総事業費 19,575,000

交付金事業の総事業費等 令和 2 年度 令和

うち経済産業省分 16,404,000

交付金事業の契約の概要

交付金充当額 16,404,000

うち文部科学省分 0

交付金事業の担当課室 かみいち総合病院事務局　総務課

交付金事業の評価課室 かみいち総合病院事務局　総務課

契約の目的 契約の方法 契約の相手方 契約金額

医療従事者（医師）の人件費 雇用 医療従事者（医師）3名 19,575,000



Ⅱ．事業評価個表（

交付金事業者名又は間接交付金事業者名 立山町

令和 2 年度）

番号 措置名 交付金事業の名称

交付金事業実施場所 米沢地内

交付金事業の概要
令和2年6月1日から令和3年2月28日までの、消防本部における消防職員24名分の人件費
　消防力の更なる強化・充実のために消防職員の人件費に交付金を充当し、住民の福祉向上を図ります。

交付金事業に関係する都道
府県又は市町村の主要政
策・施策とその目標

第９次立山町総合計画（平成23年度～令和2年度）
　目標1 「安全・安心」たてやま
　　施策3　安全・安心な生活の確保
      (14)　消防・防災・雪対策の充実
　　　　(1)  消防力の強化・充実
　　　　　　・災害や事故の多様化・大規模化、複雑化、住民ニーズの多様化に的確に対応するため、
　　　　　　　消防力の更なる強化・充実を目指します。

目標：出動態勢を万全と整え出動した日 273日

7
公共用施設に係る整備、維持補
修又は維持運営等措置

常備消防運営事業

2 年度

事業期間の設定理由 第9次立山町総合計画の終期まで

交付金事業の成果目標及び
成果実績

成果目標 成果指標 単位 評価年度

事業開始年度 平成 28 年度 事業終了（予定）年度 令和

273

達成度 % 100.0%

評価年度の設定理由

事業終了後すぐに評価することができるため年度内に設定します。

令和 2 年度

出動態勢を万
全と整え出動
した日　273日

出動態勢を万
全と整え出動
した日

成果実績 日 273

目標値 日



年度 年度 年度

交付金事業の定性的な成果及び評価等

本交付金の活用により、住民の福祉向上につながりました。今後も引き続き、住民がより安心できる町で
あるよう、消防力の強化に努めます。

評価に係る第三者機関等の活用の有無

無

交付金事業の活動指標及び
活動実績

活動指標 単位 平成 30 令和 元 令和 2

消防職員人件費への交付金充
当月数

活動実績 月 9 9 9

活動見込 月 9 9 9

達成度 ％ 100.0% 100.0% 100.0%

年度 令和 2 年度 備　考

総事業費 53,878,500 62,273,700 60,116,800 552,534,436

交付金事業の総事業費等 平成 30 年度 令和 元

うち経済産業省分 45,232,000 40,329,000 40,355,000

交付金事業の契約の概要

交付金充当額 45,232,000 40,329,000 40,355,000

うち文部科学省分 0 0 0

交付金事業の担当課室 立山町消防本部

交付金事業の評価課室 立山町消防本部

契約の目的 契約の方法 契約の相手方 契約金額

人件費 雇用契約 消防職員24名 60,116,800



Ⅱ．事業評価個表（

目標値 % 25

達成度 % 141.6%

7 年度

事業期間の設定理由 　第5次朝日町総合計画の終期まで

成果目標 成果指標 単位 評価年度

事業開始年度 平成 28 年度 事業終了（予定）年度 令和

令和 2 年度

①学校給食地
場農産品使用
割合：25％

学校給食地場
農産品使用割
合：
地場農産品使
用量÷給食食
材使用総量×
100

成果実績 % 35.4

交付金事業実施場所 　朝日町沼保ほか1件

交付金事業の概要
　町立小学校（2ヶ所）における正規の調理員（4人）の6月から2月までの人件費に交付金を充当し、適正
な学校給食の提供及び給食施設の維持管理を行います。

交付金事業に関係する都道
府県又は市町村の主要政
策・施策とその目標

【交付金事業に関係する主要政策・施策】
第5次朝日町総合計画（平成28年度～令和7年度）
　基本目標3　産業振興[町の活力を生み出す]
  31　　農林水産業
　314　 地産地消の推進
　　　学校給食への地場農産品の使用や直売機会の確保・拡大等により、地元の新鮮で安全な農産品の地
　　元での消費拡大を図る。家庭や学校等での食育を推進し、地産地消の大切さや地域の農林漁業に対す
　　る理解・関心を深める。また、これまで以上に地産地消に関する情報発信と消費機会の増大に努める｡

【目標】
①学校給食地場農産品使用割合：25％
②食物アレルギーを持つ児童への対応食の提供割合：100％

8
公共用施設に係る整備、維持補
修又は維持運営等措置

町立小学校給食施設維持運営事業

交付金事業者名又は間接交付金事業者名 朝日町

令和 2 年度）

番号 措置名 交付金事業の名称



年度 年度 年度

うち経済産業省分 7,524,000 7,884,000 7,644,000

交付金充当額 7,524,000 7,884,000 7,644,000

うち文部科学省分 0 0 0

総事業費 8,641,600 8,750,100 8,526,500 25,918,200

交付金事業の総事業費等 平成 30 年度 令和 元

達成度 ％ 100.0% 100.0% 100.0%

年度 令和 2 年度 備　考

　本交付金の活用により、町立小学校（2ヶ所）における正規の調理員（4名）の人件費9ヶ月分を確保し、
学校給食への地場農産品の使用及び食育の推進を図るとともに、食物アレルギーを持つ児童への対応食の
完全提供を実施することができました。次年度に向けて、更なる学校給食への地場農産品の使用率の向上
や食物アレルギーを持つ児童への対応食の完全提供の維持を図っていきたいと考えております。

評価に係る第三者機関等の活用の有無

無

交付金事業の活動指標及び
活動実績

活動指標 単位 平成 30 令和 元 令和 2

調理員の任用量
（任用人数（人）×任用期間
（月））

活動実績 人月 36 36 36

活動見込 人月 36 36 36

達成度 % 100.0%

評価年度の設定理由

　第5次朝日町総合計画において、成果の達成状況を毎年度のPDCAサイクルによる評価・検証を行い、進行
管理することとなっているため

交付金事業の定性的な成果及び評価等

2 年度

②食物アレル
ギーを持つ児
童への対応食
の提供割合：
100％

食物アレル
ギーを持つ児
童への対応食
の提供割合：
食物アレル
ギー対応食を
提供している
児童数÷食物
アレルギーを
持つ児童数×
100

成果実績 % 100

目標値 % 100

成果目標 成果指標 単位 評価年度 令和

交付金事業の成果目標及び
成果実績



交付金事業の担当課室 財務課

交付金事業の評価課室 財務課

契約の目的 契約の方法 契約の相手方 契約金額

調理員人件費 任用 調理員4名 8,526,500

交付金事業の契約の概要



Ⅱ．事業評価個表（

目標値 % 25

達成度 % 144.0%

7 年度

事業期間の設定理由 　第5次朝日町総合計画の終期まで

成果目標 成果指標 単位 評価年度

事業開始年度 平成 28 年度 事業終了（予定）年度 令和

令和 2 年度

①学校給食地
場農産品使用
割合：25％

学校給食地場
農産品使用割
合：
地場農産品使
用量÷給食食
材使用総量×
100

成果実績 % 36.0

交付金事業実施場所 朝日町越

交付金事業の概要
　町立中学校における正規の調理員（2人）の6月から2月までの人件費に交付金を充当し、適正な学校給食
の提供及び給食施設の維持管理を行います。

交付金事業に関係する都道
府県又は市町村の主要政
策・施策とその目標

【交付金事業に関係する主要政策・施策】
第5次朝日町総合計画（平成28年度～令和7年度）
　基本目標3　産業振興[町の活力を生み出す]
  31　　農林水産業
　314　 地産地消の推進
　　　学校給食への地場農産品の使用や直売機会の確保・拡大等により、地元の新鮮で安全な農産品の地
　　元での消費拡大を図る。家庭や学校等での食育を推進し、地産地消の大切さや地域の農林漁業に対す
　　る理解・関心を深める。また、これまで以上に地産地消に関する情報発信と消費機会の増大に努める｡

【目標】
①学校給食地場農産品使用割合：25％
②食物アレルギーを持つ児童への対応食の提供割合：100％

9
公共用施設に係る整備、維持補
修又は維持運営等措置

町立中学校給食施設維持運営事業

交付金事業者名又は間接交付金事業者名 朝日町

令和 2 年度）

番号 措置名 交付金事業の名称



年度 年度 年度

うち経済産業省分 4,088,000 4,269,000 4,252,000

交付金充当額 4,088,000 4,269,000 4,252,000

うち文部科学省分 0 0 0

総事業費 4,686,700 4,717,400 4,472,800 13,876,900

交付金事業の総事業費等 平成 30 年度 令和 元

達成度 ％ 100.0% 100.0% 100.0%

年度 令和 2 年度 備　考

　本交付金の活用により、町立中学校における正規の調理員（2名）の人件費9ヶ月分を確保し、学校給食
への地場農産品の使用及び食育の推進を図るとともに、食物アレルギーを持つ児童への対応食の完全提供
を実施することができました。次年度に向けて、更なる学校給食への地場農産品の使用率の向上や食物ア
レルギーを持つ児童への対応食の完全提供の維持を図っていきたいと考えております。

評価に係る第三者機関等の活用の有無

無

交付金事業の活動指標及び
活動実績

活動指標 単位 平成 30 令和 元 令和 2

調理員の任用量
（任用人数（人）×任用期間
（月））

活動実績 人月 18 18 18

活動見込 人月 18 18 18

達成度 % 100.0%

評価年度の設定理由

　第5次朝日町総合計画において、成果の達成状況を毎年度のPDCAサイクルによる評価・検証を行い、進行
管理することとなっているため

交付金事業の定性的な成果及び評価等

2 年度

②食物アレル
ギーを持つ児
童への対応食
の提供割合：
100％

食物アレル
ギーを持つ児
童への対応食
の提供割合：
食物アレル
ギー対応食を
提供している
児童数÷食物
アレルギーを
持つ児童数×
100

成果実績 % 100

目標値 % 100

成果目標 成果指標 単位 評価年度 令和

交付金事業の成果目標及び
成果実績



交付金事業の担当課室 財務課

交付金事業の評価課室 財務課

契約の目的 契約の方法 契約の相手方 契約金額

調理員人件費 任用 調理員2名 4,472,800

交付金事業の契約の概要



Ⅰ．事業評価総括表

公共用施設に係る整備、維
持補修又は維持運営等措置

市道入谷大崩島線舗装補修工事 南砺市 3,300,000 3,300,000

公共用施設に係る整備、維
持補修又は維持運営等措置

市道山の神線舗装補修工事 南砺市 7,000,000 7,000,000

公共用施設に係る整備、維
持補修又は維持運営等措置

市道中村線舗装補修工事 南砺市 12,300,000 12,300,000

公共用施設に係る整備、維
持補修又は維持運営等措置

市道清水明北市線舗装補修工事 南砺市 4,800,000 4,800,000

公共用施設に係る整備、維
持補修又は維持運営等措置

地域ぐるみ除排雪促進事業 南砺市 5,300,000 5,300,000

4 5,005,000

5 10,340,000

1 3,410,000

2 7,238,000

3 12,650,000

（単位：円）

番号 措置名 交付金事業の名称
交付金事業者名
又は間接交付金

事業者名

交付金事業
に要した経費

交付金充当額 備　考



Ⅱ．事業評価個表（

年度

住み続けたい
と思う市民の
割合70％
（令和6年度）

住み続けたい
と思う市民の
割合

成果実績 ％

目標値 ％

11 年度

事業期間の設定理由 第2次南砺市総合計画最終年度であるため

交付金事業の成果目標及び
成果実績

成果目標 成果指標 単位 評価年度

事業開始年度 令和 2 年度 事業終了（予定）年度 令和

70

達成度 ％

評価年度の設定理由

第2次南砺市総合計画のＫＰＩが設定された中間年度（令和6年度）の翌年度を評価年度として設定

令和 7

交付金事業実施場所 南砺市寿川

交付金事業の概要
市道入谷大崩島線にて老朽化した舗装の補修　A=556㎡
　道路の安全性、快適性の向上により、地域住民の福祉の向上を図ります。

交付金事業に関係する都道
府県又は市町村の主要政
策・施策とその目標

（主要政策・施策）
　第2次南砺市総合計画（令和2年度から令和11年度）
　　将来像　誰ひとり取り残さない誰もが笑顔で暮らし続けられるまちへ
　　　目指すべきまちの姿　皆で考えともに行動するまち
　　　　やるべきこと（政策）　南砺の暮らしへの誇り・愛着の醸成
　　　　　やるべきこと（施策）　地域固有の景観の保全と育成
            本市を選んでもらい、そしていつまでも住み続けてもらうために、地域の魅力を知り、
          学ぶ機会を創出するとともに、地域住民の郷土愛の醸成を図ります。また、地域固有の景観や
          文化を保全・継承し、我がまちを誇りに思うことができる地域づくりを進めます。

（目標）  住み続けたいと思う市民の割合　70％（令和6年度）

1
公共用施設に係る整備、維持補修
又は維持運営等措置

市道入谷大崩島線舗装補修工事

交付金事業者名又は間接交付金事業者名 南砺市

令和 2 年度）

番号 措置名 交付金事業の名称



年度 年度 年度

交付金事業の担当課室 ふるさと整備部建設維持課

交付金事業の評価課室 総合政策部政策推進課

契約の目的 契約の方法 契約の相手方 契約金額

舗装補修工 条件付一般競争入札 株式会社藤井組 3,410,000

うち経済産業省分 3,300,000

交付金事業の契約の概要

交付金充当額 3,300,000

うち文部科学省分 0

総事業費 3,410,000

交付金事業の総事業費等 令和 2 年度 令和

達成度 ％ 100.0%

年度 令和 年度 備　考

評価に係る第三者機関等の活用の有無

無

交付金事業の活動指標及び
活動実績

活動指標 単位 令和 2 令和 令和

市道入谷大崩島線にて老朽化
した舗装の補修面積

活動実績 ㎡ 556

活動見込 ㎡ 556

交付金事業の定性的な成果及び評価等



Ⅱ．事業評価個表（

年度

住み続けたい
と思う市民の
割合70％
（令和6年度）

住み続けたい
と思う市民の
割合

成果実績 ％

目標値 ％

11 年度

事業期間の設定理由 第2次南砺市総合計画最終年度であるため

交付金事業の成果目標及び
成果実績

成果目標 成果指標 単位 評価年度

事業開始年度 令和 2 年度 事業終了（予定）年度 令和

70

達成度 ％

評価年度の設定理由

第2次南砺市総合計画のＫＰＩが設定された中間年度（令和6年度）の翌年度を評価年度として設定

令和 7

交付金事業実施場所 南砺市利賀村阿別当

交付金事業の概要
市道山の神線にて老朽化した舗装の補修　A=1,573㎡
 道路の安全性、快適性の向上により、地域住民の福祉の向上を図ります。

交付金事業に関係する都道
府県又は市町村の主要政
策・施策とその目標

（主要政策・施策）
　第2次南砺市総合計画（令和2年度から令和11年度）
　　将来像　誰ひとり取り残さない誰もが笑顔で暮らし続けられるまちへ
　　　目指すべきまちの姿　皆で考えともに行動するまち
　　　　やるべきこと（政策）　南砺の暮らしへの誇り・愛着の醸成
　　　　　やるべきこと（施策）　地域固有の景観の保全と育成
            本市を選んでもらい、そしていつまでも住み続けてもらうために、地域の魅力を知り、
          学ぶ機会を創出するとともに、地域住民の郷土愛の醸成を図ります。また、地域固有の景観や
          文化を保全・継承し、我がまちを誇りに思うことができる地域づくりを進めます。

（目標）  住み続けたいと思う市民の割合　70％（令和6年度）

2
公共用施設に係る整備、維持補修
又は維持運営等措置

市道山の神線舗装補修工事

交付金事業者名又は間接交付金事業者名 南砺市

令和 2 年度）

番号 措置名 交付金事業の名称



年度 年度 年度

交付金事業の担当課室 ふるさと整備部建設維持課

交付金事業の評価課室 総合政策部政策推進課

契約の目的 契約の方法 契約の相手方 契約金額

舗装補修工 条件付一般競争入札 株式会社藤井組 7,238,000

うち経済産業省分 18,900,000 7,000,000

交付金事業の契約の概要

交付金充当額 18,900,000 7,000,000

うち文部科学省分 0 0

総事業費 19,710,000 7,238,000 26,948,000

交付金事業の総事業費等 令和 元 年度 令和 2

達成度 ％ 100.0% 100.0%

年度 令和 年度 備　考

評価に係る第三者機関等の活用の有無

無

交付金事業の活動指標及び
活動実績

活動指標 単位 令和 元 令和 2 令和

市道山の神線にて老朽化した
舗装の補修面積

活動実績 ㎡ 4,488 1,573

活動見込 ㎡ 4,488 1,573

交付金事業の定性的な成果及び評価等



Ⅱ．事業評価個表（

交付金事業者名又は間接交付金事業者名 南砺市

令和 2 年度）

番号 措置名 交付金事業の名称

交付金事業実施場所 南砺市利賀村上百瀬

交付金事業の概要
市道中村線にて老朽化した舗装の補修　A=2,066㎡
　道路の安全性、快適性の向上により、地域住民の福祉の向上を図ります。

交付金事業に関係する都道
府県又は市町村の主要政
策・施策とその目標

（主要政策・施策）
　第2次南砺市総合計画（令和2年度から令和11年度）
　　将来像　誰ひとり取り残さない誰もが笑顔で暮らし続けられるまちへ
　　　目指すべきまちの姿　皆で考えともに行動するまち
　　　　やるべきこと（政策）　南砺の暮らしへの誇り・愛着の醸成
　　　　　やるべきこと（施策）　地域固有の景観の保全と育成
            本市を選んでもらい、そしていつまでも住み続けてもらうために、地域の魅力を知り、
          学ぶ機会を創出するとともに、地域住民の郷土愛の醸成を図ります。また、地域固有の景観や
          文化を保全・継承し、我がまちを誇りに思うことができる地域づくりを進めます。

（目標）  住み続けたいと思う市民の割合　70％（令和6年度）

3
公共用施設に係る整備、維持補修
又は維持運営等措置

市道中村線舗装補修工事

11 年度

事業期間の設定理由 第2次南砺市総合計画最終年度であるため

交付金事業の成果目標及び
成果実績

成果目標 成果指標 単位 評価年度

事業開始年度 令和 2 年度 事業終了（予定）年度 令和

70

達成度 ％

評価年度の設定理由

第2次南砺市総合計画のＫＰＩが設定された中間年度（令和6年度）の翌年度を評価年度として設定

令和 7 年度

住み続けたい
と思う市民の
割合70％
（令和6年度）

住み続けたい
と思う市民の
割合

成果実績 ％

目標値 ％



年度 年度 年度

交付金事業の定性的な成果及び評価等

評価に係る第三者機関等の活用の有無

無

交付金事業の活動指標及び
活動実績

活動指標 単位 令和 2 令和 令和

市道中村線にて老朽化した舗
装の補修面積

活動実績 ㎡ 2,066

活動見込 ㎡ 2,066

達成度 ％ 100.0%

年度 令和 年度 備　考

総事業費 12,650,000

交付金事業の総事業費等 令和 2 年度 令和

うち経済産業省分 12,300,000

交付金事業の契約の概要

交付金充当額 12,300,000

うち文部科学省分 0

交付金事業の担当課室 ふるさと整備部建設維持課

交付金事業の評価課室 総合政策部政策推進課

契約の目的 契約の方法 契約の相手方 契約金額

舗装補修工 条件付一般競争入札 株式会社藤井組 12,650,000



Ⅱ．事業評価個表（

交付金事業者名又は間接交付金事業者名 南砺市

令和 2 年度）

番号 措置名 交付金事業の名称

交付金事業実施場所 南砺市飛騨屋

交付金事業の概要
市道清水明北市線にて老朽化した舗装の補修　A=1,267㎡
  道路の安全性、快適性の向上により、地域住民の福祉の向上を図ります。

交付金事業に関係する都道
府県又は市町村の主要政
策・施策とその目標

（主要政策・施策）
　第2次南砺市総合計画（令和2年度から令和11年度）
　　将来像　誰ひとり取り残さない誰もが笑顔で暮らし続けられるまちへ
　　　目指すべきまちの姿　皆で考えともに行動するまち
　　　　やるべきこと（政策）　南砺の暮らしへの誇り・愛着の醸成
　　　　　やるべきこと（施策）　地域固有の景観の保全と育成
            本市を選んでもらい、そしていつまでも住み続けてもらうために、地域の魅力を知り、
          学ぶ機会を創出するとともに、地域住民の郷土愛の醸成を図ります。また、地域固有の景観や
          文化を保全・継承し、我がまちを誇りに思うことができる地域づくりを進めます。

（目標）  住み続けたいと思う市民の割合　70％（令和6年度）

4
公共用施設に係る整備、維持補修
又は維持運営等措置

市道清水明北市線舗装補修工事

11 年度

事業期間の設定理由 第2次南砺市総合計画最終年度であるため

交付金事業の成果目標及び
成果実績

成果目標 成果指標 単位 評価年度

事業開始年度 令和 2 年度 事業終了（予定）年度 令和

70

達成度 ％

評価年度の設定理由

第2次南砺市総合計画のＫＰＩが設定された中間年度（令和6年度）の翌年度を評価年度として設定

令和 7 年度

住み続けたい
と思う市民の
割合70％
（令和6年度）

住み続けたい
と思う市民の
割合

成果実績 ％

目標値 ％



年度 年度 年度

交付金事業の定性的な成果及び評価等

評価に係る第三者機関等の活用の有無

無

交付金事業の活動指標及び
活動実績

活動指標 単位 令和 2 令和 令和

市道清水明北市線にて老朽化
した舗装の補修面積

活動実績 ㎡ 1,267

活動見込 ㎡ 1,267

達成度 ％ 100.0%

年度 令和 年度 備　考

総事業費 5,005,000

交付金事業の総事業費等 令和 2 年度 令和

うち経済産業省分 4,800,000

交付金事業の契約の概要

交付金充当額 4,800,000

うち文部科学省分 0

交付金事業の担当課室 ふるさと整備部建設維持課

交付金事業の評価課室 総合政策部政策推進課

契約の目的 契約の方法 契約の相手方 契約金額

舗装補修工 条件付一般競争入札 株式会社藤井組 5,005,000



Ⅱ．事業評価個表（

交付金事業者名又は間接交付金事業者名 南砺市

令和 2 年度）

番号 措置名 交付金事業の名称

交付金事業実施場所 南砺市清水明ほか2件

交付金事業の概要

市内3地区に小型除雪機械3台を配備　0.4㎥級、0.5㎥級、1.2ｍ級　各1台
　地区内の幹線市道については、市の業務委託で除雪作業を行っていますが、生活道路としての機能確保
を基本原則としているため、細部にわたる除雪対応は住民により実施されています。しかしながら、少子
高齢化の進行により住民単位の除雪対応が困難となっていることから、地域専用の除雪機械を配備し地域
ぐるみでの除雪体制とすることで、地域の実情、住民ニーズに沿った除雪対応が可能となり、結果、高齢
者世帯等の負担軽減に繋がり、地域住民の福祉の向上を図るものです。

交付金事業に関係する
都道府県又は市町村の
主要政策・施策とその目標

（主要政策・施策）
　第2次南砺市総合計画（令和2年度から令和11年度）
　　将来像　誰ひとり取り残さない誰もが笑顔で暮らし続けられるまちへ
　　　目指すべきまちの姿　皆で考えともに行動するまち
　　　　やるべきこと（政策）　市民がまちをつくる実感の醸成
　　　　　やるべきこと（施策）　様々な主体が連携するまちづくりへの支援
            「我々のまちは、我々がつくり、我々が守り育てる」と考える、地域づくりを担う人材を
           育成するために、小規模多機能自治の考え方のもと、地域活動への支援や人材育成支援を
           積極的に図ります。

（目標）　 住み続けたいと思う市民の割合 70％(令和6年度)

5
公共用施設に係る整備、維持補
修又は維持運営等措置

地域ぐるみ除排雪促進事業

11 年度

事業期間の設定理由 第2次南砺市総合計画最終年度であるため

交付金事業の成果目標及び
成果実績

成果目標 成果指標 単位 評価年度

事業開始年度 令和 2 年度 事業終了（予定）年度 令和

70

達成度 ％

令和 7 年度

住み続けたい
と思う市民の
割合 70％
(令和6年度)

住み続けたい
と思う市民の
割合

成果実績 ％

目標値 ％



年度 年度 年度

評価年度の設定理由

第2次南砺市総合計画のＫＰＩが設定された中間年度（令和6年度）の翌年度を評価年度として設定

交付金事業の定性的な成果及び評価等

評価に係る第三者機関等の活用の有無

無

交付金事業の活動指標及び
活動実績

活動指標 単位 平成 30 令和 元 令和 2

配備された小型除雪機械の数

活動実績 台 4 3 3

活動見込 台 4 3 3

達成度 ％ 100.0% 100.0% 100.0%

年度 令和 2 年度 備　考

総事業費 5,882,760 8,135,050 10,340,000 74,573,400

交付金事業の総事業費等 平成 30 年度 令和 元

交付金充当額 5,100,000 6,800,000 5,300,000

うち文部科学省分 0 0 0

契約の目的 契約の方法 契約の相手方 契約金額

機械整備工 指名競争入札 千代田機電㈱　南砺店 7,971,700

うち経済産業省分 5,100,000 6,800,000 5,300,000

交付金事業の契約の概要

交付金事業の評価課室 総合政策部政策推進課

機械整備工 指名競争入札 ㈱北陸近畿クボタ　井波営業所 2,368,300

交付金事業の担当課室 ふるさと整備部建設維持課



Ⅰ．事業評価総括表

公共用施設に係る整備、維
持補修又は維持運営等措置

消防吏員防火服更新事業 高岡市 4,400,000 4,400,000

公共用施設に係る整備、維
持補修又は維持運営等措置

魚津市立保育所運営事業 魚津市 15,207,000 15,207,000

公共用施設に係る整備、維
持補修又は維持運営等措置

砺波市立保育所運営事業 砺波市 28,133,000 28,133,000

公共用施設に係る整備、維
持補修又は維持運営等措置

菅沼集落放水銃設備機器更新工事 南砺市 3,600,000 3,600,000

公共用施設に係る整備、維
持補修又は維持運営等措置

福光プールマイクロバス購入事業 南砺市 4,323,000 4,323,000

公共用施設に係る整備、維
持補修又は維持運営等措置

合掌の里山下家屋根葺替工事 南砺市 9,614,000 9,614,000

公共用施設に係る整備、維
持補修又は維持運営等措置

高規格救急自動車整備事業 射水市 4,400,000 4,400,000

公共用施設に係る整備、維
持補修又は維持運営等措置

老朽管緊急更新整備事業に伴う大窪地内
水道管布設替工事（第３工区）

立山町 3,330,000 3,330,000

公共用施設に係る整備、維
持補修又は維持運営等措置

泉地内水道管布設替工事 立山町 2,500,000 2,500,000

8 8,852,800

9 2,768,700

3

4

5

6

40,475,500

3,858,800

1 5,412,000

2 22,187,400

7 33,550,000

6,160,000

9,946,200

（単位：円）

番号 措置名 交付金事業の名称
交付金事業者名
又は間接交付金

事業者名

交付金事業
に要した経費

交付金充当額 備　考



Ⅱ．事業評価個表（ 令和 2 年度）

番号 措置名 交付金事業の名称

1
公共用施設に係る整備、維持補
修又は維持運営等措置

消防吏員防火服更新事業

交付金事業者名又は間接交付金事業者名 高岡市

交付金事業実施場所 高岡市広小路ほか6箇所

交付金事業の概要

耐熱性及び耐水性等が低下した防火服等を更新することにより、消防隊員の安全性を確保するとともに迅
速、的確な災害対応の充実を図るものです。
　防火服一式：防火服（上下）、消防活動手袋、防火帽、静電防火長靴、防火フード
　消防吏員223名用　防火服一式（防火服、消防活動手袋、防火帽、静電防火長靴、防火フード）30着更新

交付金事業に関係する都道
府県又は市町村の主要政
策・施策とその目標

交付金事業に関係する主要政策・施策：
高岡市総合計画第3次基本計画（平成29年度から令和3年度）
　めざすまちの姿　15　安全で快適な生活を送っている　②消防・救急・救助体制の充実
　　消防力の充実強化
　　　消防力の充実強化を図るため、災害拠点中枢施設となる消防本部庁舎の耐震化をはじめ、消防署所
　　及び分団器具置場の適正配置、消防機械器具や消防水利の整備を進めるとともに、県西部6市による
　　常備消防の広域連携体制の強化を図ります。

目標：火災現場での消防隊員の無事故率100％

事業開始年度 平成 29 年度 事業終了（予定）年度 令和 3 年度

事業期間の設定理由 高岡市総合計画第3次基本計画の終期まで

成果目標 成果指標 単位 評価年度 令和 2 年度

火災現場での
消防隊員の無
事故率100％

火災現場での
消防隊員の無
事故率100％

成果実績 ％ 100

目標値 ％ 100

達成度 % 100.0%



年度 年度 年度

交付金事業の成果目標及び
成果実績

評価年度の設定理由

毎年度のPDCAサイクルによる事業改善を図るため、事業実施年度に評価を実施

交付金事業の定性的な成果及び評価等

交付金により、消防隊員用個人防火装備に係るガイドライン（平成29年度消防庁策定）に適合した防火服
一式を30着更新し、必要とされる耐熱性等が確保されたことから、消防隊員の安全性が高まり災害現場で
の負傷事故のリスクが減少するとともに、災害活動を的確に遂行することで災害による被害の軽減化を図
ることができ、地域住民の安全・安心が向上しました。（火災現場での消防隊員の負傷事故０件）
交付金事業により更新した防火服を活用し、今後も引き続き地域住民の福祉の向上を図っていきます。

評価に係る第三者機関等の活用の有無

無

交付金事業の活動指標及び
活動実績

活動指標 単位 平成 30 令和 元 令和 2

消防防火服

活動実績 着 35 30 30

活動見込 着 35 30 30

達成度 ％ 100.0% 100.0% 100.0%

交付金事業の総事業費等 平成 30 年度 令和 元 年度 令和 2 年度 備　考

総事業費 5,481,000 4,752,000 5,412,000 25,399,560

交付金充当額 4,400,000 4,400,000 4,400,000

うち文部科学省分 0 0 0

うち経済産業省分 4,400,000 4,400,000 4,400,000

交付金事業の契約の概要

契約の目的 契約の方法 契約の相手方 契約金額

消防吏員の防火服更新のため 指名競争入札 株式会社カワノ　高岡営業所 5,412,000

交付金事業の担当課室 高岡市総務部財政課

交付金事業の評価課室 高岡市消防本部総務課



Ⅱ．事業評価個表（

100

達成度 % 100.0%

評価年度の設定理由

毎年度の事業改善を図るため、事業実施年度内に評価を実施しています。

令和 2 年度

保育所入所率
100％

※入所者数÷
保育所入所希
望者数×100

成果実績 % 100

目標値 %

6 年度

事業期間の設定理由 第2期魚津市子ども子育て支援事業計画（令和2年度～令和6年度）の終期まで

交付金事業の成果目標及び
成果実績

成果目標 成果指標 単位 評価年度

事業開始年度 令和 2 年度 事業終了（予定）年度 令和

交付金事業実施場所 魚津市青島ほか5件

交付金事業の概要
魚津市立保育所（6か所）の保育士人件費（正規職員8名：再任用1名を含む）8ヶ月分。
電源立地地域対策交付金を活用し、保育等サービスの確保に努めています。

交付金事業に関係する都道
府県又は市町村の主要政
策・施策とその目標

交付金事業に関係する主要政策・施策
第2期魚津市子ども子育て支援事業計画（令和2年度～令和6年度）
第4章  教育・保育事業等の見込み量と確保の内容
    4  教育・保育事業の見込み量と確保の内容
  （1）保育事業
        保護者の就労や病気等により、家庭で子どもをみることができない場合に保護者の代わりに保育
       します。

目標：保育所入所率100％（令和2年度）
　　　※入所者数÷保育所入所希望者数×100

2
公共用施設に係る整備、維持補
修又は維持運営等措置

魚津市立保育所運営事業

交付金事業者名又は間接交付金事業者名 魚津市

令和 2 年度）

番号 措置名 交付金事業の名称



年度 年度 年度

交付金事業の担当課室 総務課

交付金事業の評価課室 財政課

契約の目的 契約の方法 契約の相手方 契約金額

保育士人件費 雇用 保育士８名 22,187,400

うち経済産業省分 15,201,000 15,207,000

交付金事業の契約の概要

交付金充当額 15,201,000 15,207,000

うち文部科学省分 0 0

年度 令和 年度 備　考

総事業費 20,679,236 22,187,400 42,866,636

交付金事業の総事業費等 令和 元 年度 令和 2

活動見込 人月 64 64

達成度 ％ 100.0% 100.0%

令和 2 令和

保育士の雇用量
（雇用人数（人）×雇用期間
（月））

活動実績 人月 64 64

交付金事業の定性的な成果及び評価等

本交付金を保育所運営事業の経費に充当することにより、保育所の適正な運営管理につなげることができ
ました。今後も、引き続き保護者のニーズを把握しながら、保育事業の必要数確保に努めてまいります。

評価に係る第三者機関等の活用の有無

無

交付金事業の活動指標及び
活動実績

活動指標 単位 令和 元



Ⅱ．事業評価個表（

100

達成度 % 100.0%

評価年度の設定理由

毎年度のPDCAサイクルによる事業改善を図るため、事業完了後速やかに評価を実施。

令和 2 年度

要保育児の入
所率　100％

要保育児の入
所率：入所者
数÷入所希望
者数×100

成果実績 % 100

目標値 %

8 年度

事業期間の設定理由 第2次総合計画の終期まで

交付金事業の成果目標及び
成果実績

成果目標 成果指標 単位 評価年度

事業開始年度 平成 29 年度 事業終了（予定）年度 令和

交付金事業実施場所 砺波市庄川町金屋他3件

交付金事業の概要

砺波市内保育所の保育士・調理師人件費（4保育所・21名）6ヶ月分。
砺波市は、第2次砺波市総合計画に基づき、仕事と子育てが両立できる社会づくりの推進に向け、特に要望
の多い「利用者負担額の減額」や「保育士の待遇改善」等に対応するため、電源立地地域対策交付金を活
用し、保育等サービスの充実に努めています。

交付金事業に関係する都道
府県又は市町村の主要政
策・施策とその目標

交付金事業に関係する主要政策・施策
第2次砺波市総合計画（平成29年度～令和8年度）
　基本方針2 なごやかな暮らしを育む　安心づくり
　　主要施策7 子育て環境の充実
　　　個別施策16 妊娠・出産・子育て支援の充実
　　　・子供をもつ親が安心して子育てができるよう、延長保育や一時預かりに加え、休日
      保育などの市民ニーズに対応し、民間保育所と連携した保育サービスの充実を図ります。
目標：要保育児の入所率　100％（令和2年度）
　　　※要保育児の入所率：入所者数÷入所希望者数×100

3
公共用施設に係る整備、維持補
修又は維持運営等措置

砺波市立保育所運営事業

交付金事業者名又は間接交付金事業者名 砺波市

令和 2 年度）

番号 措置名 交付金事業の名称



年度 年度 年度

交付金事業の担当課室 企画総務部企画調整課

交付金事業の評価課室 企画総務部企画調整課

契約の目的 契約の方法 契約の相手方 契約金額

保育所職員給料 雇用 保育士・調理師　21名 40,475,500

うち経済産業省分 28,133,000 28,133,000

交付金事業の契約の概要

交付金充当額 28,133,000 28,133,000

うち文部科学省分 0 0

年度 令和 年度 備　考

総事業費 36,787,600 40,475,500 77,263,100

交付金事業の総事業費等 令和 元 年度 令和 2

活動見込 人月 126 126

達成度 ％ 96.8% 99.2%

令和 2 令和

保育士・調理師の雇用人数
雇用人数（人）×雇用期間
（月）

活動実績 人月 122 125

交付金事業の定性的な成果及び評価等

交付金を充当することによって、現在の保育体制を維持しながら、保育行政を充実させる取組みを継続す
ることにより、次の世代を担う子どもたちの健やかな成長及び保護者が安心して働きながら子育てできる
環境の提供を実現し、地域住民の福祉の向上ができたものと評価されます。今後も引き続き安定的に保育
所を管理運営することで地域住民の福祉の向上に努めてまいります。

評価に係る第三者機関等の活用の有無

無

交付金事業の活動指標及び
活動実績

活動指標 単位 令和 元



Ⅱ．事業評価個表（

交付金事業者名又は間接交付金事業者名 南砺市

令和 2 年度）

番号 措置名 交付金事業の名称

交付金事業実施場所 南砺市菅沼

交付金事業の概要

経年劣化により老朽化した放水銃の機器更新　1式
　世界遺産である合掌造り家屋を多く有する地域に防火設備として整備されている放水銃の機器更新を行
い、合掌造り家屋の防火性を高め、観光地としての状態を維持することで、地域の主要産業である観光業
の振興、地域住民の福祉の向上を図るものです。

交付金事業に関係する都道
府県又は市町村の主要政
策・施策とその目標

（主要政策・施策）
　第2次南砺市総合計画（令和2年度から令和11年度）
　　将来像　誰ひとり取り残さない誰もが笑顔で暮らし続けられるまちへ
　　　目指すべきまちの姿　心豊かな暮らしができるまち
　　　　やるべきこと（政策）　地域の活力を支える産業の発展
　　　　　やるべきこと（施策）　インバウンドで稼げる観光の育成
            本市が将来においても活力と魅力を維持し、市民や企業が安定した収入を得られ、地域が
          持続的に発展していくために、産業の振興や本市の地域資源の活用、科学技術の積極的な導入
          などを図ります。

（目標） 外国人延べ宿泊者数20,000人（令和6年度）

4
公共用施設に係る整備、維持補
修又は維持運営等措置

菅沼集落放水銃設備機器更新工事

11 年度

事業期間の設定理由 第2次南砺市総合計画最終年度であるため

成果目標 成果指標 単位 評価年度

事業開始年度 令和 2 年度 事業終了（予定）年度 令和

20,000

達成度 ％

令和 7 年度

外国人延べ宿
泊者数20,000
人（令和6年
度）

外国人の延べ
宿泊者数

成果実績 人

目標値 人



年度 年度 年度

交付金事業の成果目標及び
成果実績

評価年度の設定理由

第2次南砺市総合計画のＫＰＩが設定された中間年度（令和6年度）の翌年度を評価年度として設定

交付金事業の定性的な成果及び評価等

評価に係る第三者機関等の活用の有無

無

交付金事業の活動指標及び
活動実績

活動指標 単位 令和 2 令和 令和

経年劣化により老朽化した放
水銃の機器更新

活動実績 式 1

活動見込 式 1

達成度 ％ 100.0%

年度 令和 年度 備　考

総事業費 3,858,800

交付金事業の総事業費等 令和 2 年度 令和

うち経済産業省分 3,600,000

交付金事業の契約の概要

交付金充当額 3,600,000

うち文部科学省分 0

交付金事業の担当課室 ブランド戦略部文化・世界遺産課

交付金事業の評価課室 総合政策部政策推進課

契約の目的 契約の方法 契約の相手方 契約金額

機器更新工 随意契約 ㈱セフト 3,858,800



Ⅱ．事業評価個表（

交付金事業者名又は間接交付金事業者名 南砺市

令和 2 年度）

番号 措置名 交付金事業の名称

交付金事業実施場所 南砺市法林寺

交付金事業の概要

福光プールに25人乗りマイクロバス1台を配備
 現在使用しているマイクロバスが経年劣化による故障等が頻発しているため、新たにマイクロバスを購入
することで、計画的な送迎が可能となるだけでなく、社会体育施設としての利便性が向上し、地域住民が
快適に運動を続けられる環境を提供します。

交付金事業に関係する
都道府県又は市町村の
主要政策・施策とその目標

（主要政策・施策）
　第2次南砺市教育振興基本計画（令和2年度から令和6年度）
　　基本理念　未来を切り拓く南砺の人づくり
　　　重点目標　全ての人が心豊かに暮らす教育環境の充実
　　　　基本目標　3　健やかな心と体を育む生涯スポーツの推進
　　　　　基本施策　1　市民スポーツの推進
            市民誰もが、生涯にわたり心身ともに健康で文化的な生活を営むことができるよう、
          それぞれのライフステージに合わせた、スポーツ活動の推進と環境整備を行います。
          また、各種スポーツ団体とも連携しながら、日常的にスポーツに親しむ機会の充実を図ります｡

（目標） スポーツを行っている市民の割合 50.0％ (令和6年度)

5
公共用施設に係る整備、維持補
修又は維持運営等措置

福光プールマイクロバス購入事業

6 年度

事業期間の設定理由 第2次南砺市教育振興基本計画最終年度のため

成果目標 成果指標 単位 評価年度

事業開始年度 令和 2 年度 事業終了（予定）年度 令和

50.0

達成度 ％

令和 7 年度

スポーツを
行っている市
民の割合
50.0％
(令和6年度)

スポーツを
行っている市
民の割合

成果実績 ％

目標値 ％



年度 年度 年度

交付金事業の成果目標及び
成果実績

評価年度の設定理由

第2次南砺市教育振興基本計画の関連指標の目標値設定年度の翌年度を評価年度として設定

交付金事業の定性的な成果及び評価等

評価に係る第三者機関等の活用の有無

無

交付金事業の活動指標及び
活動実績

活動指標 単位 令和 2 令和 令和

配備されたマイクロバスの数

活動実績 台 1

活動見込 台 1

達成度 ％ 100.0%

年度 令和 年度 備　考

総事業費 6,160,000

交付金事業の総事業費等 令和 2 年度 令和

うち経済産業省分 4,323,000

交付金事業の契約の概要

交付金充当額 4,323,000

うち文部科学省分 0

交付金事業の担当課室 教育部生涯学習スポーツ課

交付金事業の評価課室 総合政策部政策推進課

契約の目的 契約の方法 契約の相手方 契約金額

車両購入 一般競争入札 石黒自動車工業㈱ 6,160,000



Ⅱ．事業評価個表（

年度

外国人延べ宿
泊者数20,000
人（令和6年
度）

外国人の延べ
宿泊者数

成果実績 人

目標値 人

11 年度

事業期間の設定理由 第2次南砺市総合計画最終年度であるため

成果目標 成果指標 単位 評価年度

事業開始年度 令和 2 年度 事業終了（予定）年度 令和

20,000

達成度 ％

令和 7

交付金事業実施場所 南砺市菅沼

交付金事業の概要

合掌の里山下家の老朽化した茅葺き屋根の葺替え　A=164㎡
  合掌造り家屋を活用した観光施設である本施設において、茅葺き屋根の劣化や損傷が著しく、屋根とし
ての機能が低下していることから、定期的な葺替えにより施設の適正な維持管理を実現し、地域の主要産
業である観光業の振興、地域住民の福祉の向上を図るものです。

交付金事業に関係する都道
府県又は市町村の主要政
策・施策とその目標

（主要政策・施策）
　第2次南砺市総合計画（令和2年度から令和11年度）
　　将来像　誰ひとり取り残さない誰もが笑顔で暮らし続けられるまちへ
　　　目指すべきまちの姿　心豊かな暮らしができるまち
　　　　やるべきこと（政策）　地域の活力を支える産業の発展
　　　　　やるべきこと（施策）　インバウンドで稼げる観光の育成
　　　　　　本市が将来においても活力と魅力を維持し、市民や企業が安定した収入を得られ、地域が
          持続的に発展していくために、産業の振興や本市の地域資源の活用、科学技術の積極的な導入
          などを図ります。

（目標）  外国人延べ宿泊者数20,000人（令和6年度）

6
公共用施設に係る整備、維持補修
又は維持運営等措置

合掌の里山下家屋根葺替工事

交付金事業者名又は間接交付金事業者名 南砺市

令和 2 年度）

番号 措置名 交付金事業の名称



年度 年度 年度

交付金事業の担当課室 ブランド戦略部文化・世界遺産課

交付金事業の評価課室 総合政策部政策推進課

契約の目的 契約の方法 契約の相手方 契約金額

屋根葺替工 随意契約 富山県西部森林組合 9,946,200

うち経済産業省分 6,200,000 9,614,000

交付金事業の契約の概要

交付金充当額 6,200,000 9,614,000

うち文部科学省分 0 0

総事業費 6,324,480 9,946,200 16,270,680

交付金事業の総事業費等 令和 元 年度 令和 2

達成度 ％ 100.0% 100.0%

年度 令和 年度 備　考

評価に係る第三者機関等の活用の有無

無

交付金事業の活動指標及び
活動実績

活動指標 単位 令和 元 令和 2 令和

合掌の里山下家の老朽化した
茅葺き屋根の葺替え

活動実績 ㎡ 109 164

活動見込 ㎡ 109 164

交付金事業の定性的な成果及び評価等

交付金事業の成果目標及び
成果実績

評価年度の設定理由

第2次南砺市総合計画のＫＰＩが設定された中間年度（令和6年度）の翌年度を評価年度として設定



Ⅱ．事業評価個表（

2 年度

事業期間の設定理由

事業開始年度 令和 2 年度 事業終了（予定）年度 令和

交付金事業実施場所 射水市橋下条地内

交付金事業の概要

高規格救急自動車　1台
　第2次射水市総合計画において、消防・救急体制の充実を図ることとしており、救急救命士の養成や防火
水槽及び消火栓の整備等の施策を進め、対応しているところです。整備から11年が経過し、老朽化が進ん
でいる救急車両1台を電源立地地域対策交付金を利用して更新することにより、安全安心なまちづくりを推
進すると共に発電用施設の設置及び運転の円滑化のため地域の理解を促進していきます。

交付金事業に関係する都道
府県又は市町村の主要政
策・施策とその目標

交付金事業に関係する主要政策・施策
　第2次射水市総合計画（平成26年度～令和5年度）
　　基本計画　第4部　潤いのある安心して暮らせるまち
      第4章　安心して暮らせるまちづくり
　　　  第2節　消防・救急体制の充実
　　　  【施策の内容】第1　救急・救助体制の充実
　　救急救命士の常時2名乗車を目指し、救急救命士の増員を図るとともに、救急隊員の養成及び隊員の
　知識、技能を高め、救急隊としてのチーム力の向上を図ります。また、陸上の救助のみならず、水難救
　助にも万全を期して取り組みます。
　  1 市内均一の救急サービスの充実
　　(1) 救急隊員の資質の向上
　　　 ウ 高度化する救助需要に伴う救急資機材の整備

目標
救急隊の現場到着時間　6分(令和5年度目標)※119番入電から救急車が現場に到着するまでの年間平均時間

7
公共用施設に係る整備、維持補
修又は維持運営等措置

高規格救急自動車整備事業

交付金事業者名又は間接交付金事業者名 射水市

令和 2 年度）

番号 措置名 交付金事業の名称



年度 年度 年度

うち経済産業省分 4,400,000 4,400,000

交付金充当額 4,400,000 4,400,000

うち文部科学省分 0 0

総事業費 34,100,000 33,550,000 67,650,000

交付金事業の総事業費等 令和 元 年度 令和 2

達成度 ％ 100.0% 100.0%

年度 令和 年度 備　考

目標値6分に対し成果実績が7.3分であり、前年の6.7分から0.6分（36秒）延長となりました。新型コロナ
ウイルス感染症拡大に伴い感染防止用資機材の装着に時間を要した事が一つの要因であると考えられま
す。来年度は、整備した高規格救急自動車の機能を活用するとともに、現場到着時間のさらなる短縮に向
けて引き続き訓練等に取組んでまいります。

評価に係る第三者機関等の活用の有無

無

交付金事業の活動指標及び
活動実績

活動指標 単位 令和 元 令和 2 令和

高規格救急自動車の更新

活動実績 台 1 1

活動見込 台 1 1

年度

救急隊員の現
場到着時間6分

119番入電から
救急車が現場
に到着するま
での年間平均
時間

成果実績 分 7.3

目標値 分

交付金事業の定性的な成果及び評価等

交付金事業の成果目標及び
成果実績

成果目標 成果指標 単位 評価年度

6

達成度 % 82.2%

評価年度の設定理由

第2次射水市総合計画において掲げる目標に対する達成状況を確認し改善を図るため、事業実施年度に評価
を実施します。

令和 2



交付金事業の担当課室 消防本部防災課

交付金事業の評価課室 消防本部防災課

契約の目的 契約の方法 契約の相手方 契約金額

救急自動車購入 指名競争入札 富山日産自動車㈱　高岡支店 33,550,000

交付金事業の契約の概要



Ⅱ．事業評価個表（

年度

有収水量
6,616m3/日
（令和2年度）

有収水量

成果実績 m3/日

目標値 m3/日

7 年度

事業期間の設定理由 　立山町水道ビジョンの終期まで

成果目標 成果指標 単位 評価年度

事業開始年度 平成 28 年度 事業終了（予定）年度 令和

6,616

達成度 %

令和 3

交付金事業実施場所 立山町　大窪

交付金事業の概要
配水管布設工　L=110.9m　仮設管　L=270.6m
　老朽化により漏水多発の原因となっている水道管の布設替えを行います。これにより突然の断水を未然
に防ぎ、水道水の安定供給に努めることで住民の福祉向上を図ります。

交付金事業に関係する都道
府県又は市町村の主要政
策・施策とその目標

交付金事業に関係する主要政策・施策：
立山町水道ビジョン（平成28年度～令和7年度）
基本理念　豊かな自然のおいしい水を次代のために
基本方針　おいしい水道水の安定供給
施策　　　第6章 水道事業の将来計画
　　　　　　6.3 「持続」効率的な施設整備と安定的な運営の継続
　　　　　　【施策4 老朽化施設の計画的更新】
　　　　　　　4-1 水道施設の適切な更新
　　　　　　　 ②配管
                   法定耐用年数を超過した配管が、全体の2 割程度を占めていることから、老朽度等を
　　　　　　　　 考慮し、計画的に更新を行っていく予定です。令和8 年度以降も継続して更新を行って
                 いきます。

目標：有収水量　6,616 m3/日（令和2年度）

8
公共用施設に係る整備、維持補
修又は維持運営等措置

老朽管緊急更新整備事業に伴う大窪地内水道管布設替工事（第３工区）

交付金事業者名又は間接交付金事業者名 立山町

令和 2 年度）

番号 措置名 交付金事業の名称



年度 年度 年度

交付金事業の担当課室 水道課

交付金事業の評価課室 水道課

契約の目的 契約の方法 契約の相手方 契約金額

老朽管の更新のため 指名競争入札 有限会社成瀬鉄工所 8,852,800

うち経済産業省分 5,000,000 10,000,000 3,330,000

交付金事業の契約の概要

交付金充当額 5,000,000 10,000,000 3,330,000

うち文部科学省分 0 0 0

総事業費 7,927,200 12,165,560 8,852,800 62,530,320

交付金事業の総事業費等 平成 30 年度 令和 元

達成度 ％ 100.0% 100.1% 100.0%

年度 令和 2 年度 備　考

評価に係る第三者機関等の活用の有無

無

交付金事業の活動指標及び
活動実績

活動指標 単位 平成 30 令和 元 令和 2

老朽管更新延長

活動実績 ｍ 157.9 325.7 110.9

活動見込 ｍ 157.9 325.3 110.9

交付金事業の定性的な成果及び評価等

交付金事業の成果目標及び
成果実績

評価年度の設定理由

令和7年度まで達成すべき目標値を定めており、事業の効果が確実に出ているか毎年度評価し改善を図るた
め事業実施翌年度に設定。



Ⅱ．事業評価個表（

交付金事業者名又は間接交付金事業者名 立山町

令和 2 年度）

番号 措置名 交付金事業の名称

交付金事業実施場所 立山町　泉

交付金事業の概要
配水管布設工　L=50.3m　仮設管　L=52.0m
　老朽化により漏水多発の原因となっている水道管の布設替えを行います。これにより突然の断水を未然
に防ぎ、水道水の安定供給に努めることで住民の福祉向上を図ります。

交付金事業に関係する都道
府県又は市町村の主要政
策・施策とその目標

交付金事業に関係する主要政策・施策：
立山町水道ビジョン（平成28年度～令和7年度）
基本理念　豊かな自然のおいしい水を次代のために
基本方針　おいしい水道水の安定供給
施策　　　第6章 水道事業の将来計画
　　　　　　6.3 「持続」効率的な施設整備と安定的な運営の継続
　　　　　　【施策4 老朽化施設の計画的更新】
　　　　　　　4-1 水道施設の適切な更新
　　　　　　　 ②配管
                   法定耐用年数を超過した配管が、全体の2 割程度を占めていることから、老朽度等を
　　　　　　　　 考慮し、計画的に更新を行っていく予定です。令和8 年度以降も継続して更新を行って
                 いきます。

目標：有収水量　6,616 m3/日（令和2年度）

9
公共用施設に係る整備、維持補
修又は維持運営等措置

泉地内水道管布設替工事

7 年度

事業期間の設定理由 　立山町水道ビジョンの終期まで

成果目標 成果指標 単位 評価年度

事業開始年度 平成 28 年度 事業終了（予定）年度 令和

6,616

達成度 %

令和 3 年度

有収水量
6,616m3/日
（令和2年度）

有収水量

成果実績 m3/日

目標値 m3/日



年度 年度 年度

交付金事業の成果目標及び
成果実績

評価年度の設定理由

令和7年度まで達成すべき目標値を定めており、事業の効果が確実に出ているか毎年度評価し改善を図るた
め事業実施翌年度に設定。

交付金事業の定性的な成果及び評価等

評価に係る第三者機関等の活用の有無

無

交付金事業の活動指標及び
活動実績

活動指標 単位 平成 30 令和 元 令和 2

老朽管更新延長

活動実績 ｍ 157.9 325.7 50.3

活動見込 ｍ 157.9 325.3 50.4

達成度 ％ 100.0% 100.1% 99.8%

年度 令和 2 年度 備　考

総事業費 7,927,200 12,165,560 2,768,700 56,446,220

交付金事業の総事業費等 平成 30 年度 令和 元

うち経済産業省分 5,000,000 10,000,000 2,500,000

交付金事業の契約の概要

交付金充当額 5,000,000 10,000,000 2,500,000

うち文部科学省分 0 0 0

交付金事業の担当課室 水道課

交付金事業の評価課室 水道課

契約の目的 契約の方法 契約の相手方 契約金額

老朽管の更新のため 指名競争入札 有限会社塚本配管設備 2,768,700



Ⅰ．事業評価総括表

公共用施設に係る整備、維
持補修又は維持運営等措置

南砺市立認定こども園
井波にじいろ保育園維持管理事業

南砺市 200,000 200,0001 307,691

（単位：円）

番号 措置名 交付金事業の名称
交付金事業者名
又は間接交付金

事業者名

交付金事業
に要した経費

交付金充当額 備　考



Ⅱ．事業評価個表（

年度

就労をしなが
ら無理なく子
育てできると
感じる市民の
割合70.0％
（令和6年度）

就労をしなが
ら無理なく子
育てできると
感じる市民の
割合

成果実績 %

目標値 %

6 年度

事業期間の設定理由 　第2次南砺市教育振興基本計画最終年度であるため

交付金事業の成果目標及び
成果実績

成果目標 成果指標 単位 評価年度

事業開始年度 令和 2 年度 事業終了（予定）年度 令和

70.0

達成度 %

評価年度の設定理由

第2次南砺市教育振興基本計画の関連指標の目標値設定年度の翌年度を評価年度として設定

令和 7

交付金事業実施場所 南砺市山見

交付金事業の概要
認定こども園水道料への充当（令和2年12月分～令和3年2月分）
管内地域認定こども園水道料に交付金を充当し、保育サービスの充実を図っています。

交付金事業に関係する
都道府県又は市町村の
主要政策・施策とその目標

（主要政策・施策）
　第2次南砺市教育振興基本計画（令和2年度から令和6年度）
　　基本理念　未来を切り拓く南砺の人づくり
　　　重点目標　全ての人が心豊かに暮らす教育環境の充実
　　　　基本目標　4　子どもが健やかに育つ環境の充実
　　　　　基本施策　2　子育てを担う家庭への支援
　　　　　　　　　　　 保育園・認定こども園等における幼児教育・保育の提供量（受入れ枠）を確保
                     し、待機児童を出さないように努めます。また、多様化している子育てサービス
                     の充実を図ります。
　
（目標）　就労をしながら無理なく子育てできると感じる市民の割合70.0％（令和6年度）

1
公共用施設に係る整備、維持補
修又は維持運営等措置

南砺市立認定こども園井波にじいろ保育園維持管理事業

交付金事業者名又は間接交付金事業者名 南砺市

令和 2 年度）

番号 措置名 交付金事業の名称



年度 年度 年度

交付金事業の担当課室 教育部こども課

交付金事業の評価課室 総合政策部政策推進課

契約の目的 契約の方法 契約の相手方 契約金額

水道料 随意契約 南砺市水道事業 307,691

うち経済産業省分 200,000

交付金事業の契約の概要

交付金充当額 200,000

うち文部科学省分 0

総事業費 307,691

交付金事業の総事業費等 令和 2 年度 令和

達成度 ％ 100.0%

年度 令和 年度 備　考

評価に係る第三者機関等の活用の有無

無

交付金事業の活動指標及び
活動実績

活動指標 単位 令和 2 令和 令和

水道料への充当月数

活動実績 月 3

活動見込 月 3

交付金事業の定性的な成果及び評価等


	富山県（直接事業）.pdf
	【修正済】令和2年度電源立地地域対策交付金事業評価報告書.pdf
	4073_001.pdf

	【修正済2】令和2年度電源立地地域対策交付金事業評価報告書.pdf
	4140_001.pdf


	【追加修正】02_事業評価報告書、衛生研究所化学部機器整備事業、生衛.pdf
	事業評価個票（様式８）




